
平城遺跡博物館構想について

平城宮跡を遺跡博物館（S i t e Mu s e um）として整備活用するという方針が昭和4 3年度に文化
庁が出してから既に1 0 年を経た。その問文化庁と共に当研究所も構想確立と事業実施のために

努力を重ね，昨年度その基本構想を固めることができた。しかも昭和5 5 年度からの事業着手を
強く要望している段階であり，またこの構想についてはなお考察を進め，研究所の将来を見極

める必要があると考えるので，今までの経緯を主として，ここでまとめておきたい。

構想策定の経緯平城宮跡全休の整備計画については，・I l f くは昭和3 9 年に故森一雄氏（当時奈

良市都市計画課嘱託) ，４０年に西山卯三氏等「奈良計画グループ｣ ，４１年に奈良県，４２年に当研究
所，４３年には奈良女子大・当研究所などから提案もしくは資料提出があった。しかし文化庁自

体が正式に取り組んだのは昭和4 3 年５月である。この時「平城宮跡. 保存整備準備委員会」が発

足し，４５年1 0 月までに３回開催された。この委員会が結成された契機としては，①昭和3 8 年度

以来の宮跡指定地の国有化第１次計画（東院地区を除くほぼ全域）が終了したこと，②東院地区

保存の方向が定まったこと，③収蔵庫・展示棟（現平城宮跡資料館と第１，第２収蔵庫）の予算が

決り，これをオーソライズする必要があったことなどであった。この結果，覆屋建設，収蔵庫

・資料館建設（平城宮跡発掘調査部バラック生活の解消）などが実施されたが，その間に全休椛想

については次のような方針がまとまった。

( 1 ) 平城宮跡は遺跡博物館として捷備活用を図ること。

( 2 ) 宮跡全爾休をいくつかの地区に分けて，地区ごとに整備計、をたてる必要があること。

( 3 ) 将来，建物，築地，庭園等についてある程度の復原を行うこと。

( 4 ) 管理施設，展示施設，・便益施設等を適切に設磁すること。

( 5 ) 宮内を通過する道路，軌道の取扱い，宮跡と関係の深い旧朱雀大路，維城門跡の保存につ

いても検討すること。

この後５年程，飛鳥，藤原地域の保存問題などのために中断したが，束院地区の国有化計画

（奈良県による先行取得）予算が決定したことを契機に，昭和4 9 年３月に新たに「平城宮跡保存

整備委員会」が発足した。同年１０月の第３回委員会で次のような避本的方向が了承された。

( 1 ) 平城常跡は，発掘調査を行いつつ遺跡博物館として盤備するものとする。

( 2 ) 平城宮跡整備のための地区々分とその整備内容は次のとおりとすること。

（a ) 第一次内裏・朝堂院西方地区全体として緑地化を図るとともに笹理施設，展示施設等

をこの地区内に設腫する。

（b ) 第一次内裏・朝堂院地区建物復原を含めた巡跡の復原的整備を図る。

（c ) 第二次内裏・朝堂院地区従来の基壇修景及び遺構展示方式等により遺跡の復原的

整備を推進する。

（d ) 第二次内裏・朝堂院東方地区庭園の復原等主として遺跡の復原的整備を行う。
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( 3 ) 宮内道路の整備，官城南面築地の復原的終備，水系整備淳及び利用者のための容祁杵理施

設，便益施設の整備を行うこと。

この間，より具体的に計画を進めるにはワーキング・グループが必要であるとされ，当研究所

では従前の調盃指導委員会に盤備問題を加え「平城・飛鳥藤原宮跡調在撚伽指導委旦会」を昭

和4 9 年４月に発足させた。また同年９月には「平城寓. 跡整備堆本計而策定に関する小委貝会」

を発足させ，５２年３月までに略式を含め７回の会議を開いた。一方文化庁は遺跡博物館の具体

案を作成するため，５０年度から作業の実施を当研究所に依頼してきており，その第１弾として

まとまったのが「平城辿跡博物館雑木総想資料」（5 2 年３月。文化庁）である。

基本構想案の概要先述の「椛想資料」をもとに文化庁は昭和5 3 年５ﾉ ] に「』| z 城宮跡保存整備

調盃研究会」（｢ 一保存1 悠備委員会」と同一）を開き，「特別史跡平城脚跡雑木構想案」を発表

した。「構想資料」の' 丹子を行政的にまとめてはいるが内癖は同一である。以下とり混ぜて概

要を述べる。

（基本方針）寓跡を広く一般に公開できるように終備椅理することを仁| 的とするが，あくまで

遺跡の保存が第一蕊であり，かつ①発仙l l 調. i f とその関連研究，②発伽・研究成果の公開・展

示，③辿跡の保全・整備等の技術開発，の３つの機能を調和させつつ計ｌ町を進めるものとす

る。その上で，①発掘完了区域，②当1 m発掘区域（蛎業開始から約1 0 年間の予定) ，③将来発掘区

域という区分を考え，確備パターン④椅理・研究・収蔵施設地区E : 建物等腹原展示地区（建物

その他の工作物の復原により平城宮の規模・椎成等を表示する）◎ 遺構展示地区（穫屋方式などで造機そ

のものを展示）◎ 辿椛配縦表示地区( ③。以外の造園的手法などにより遺撒の配置・規模を地表に表示）

③池沼・湿原地区( 水系整備，地下道柿・遺物の保謹，修農のため）⑨緑地・草嗣地I Ｘ（主に未発伽地

区で，多1 1 的利川空間とする）⑥外周緑陰州: （宮跡を周囲の都市的活動から保辿するため）⑧I 村而地区

（二条大路，朱龍大路北端を含む地区）を組み合せている。それらの雌本的な肥侭は（口絵にその写

しをあげた）図而のとおりとしている。

（段階的整備計画）‘ 汁i I I I i が長期にわたるため第１期整備を約１０年とし，それを第１次，第２次

の５年ずつに分けている。第２期は第１期の進行をみてから検討するとしている。以下現段階

の実施計1 町とも合せて税I ﾘ j すると，第１次柊備段階以前の荘礎的準備段階というのは，追加指

定や閑有化の推進，第２次内災・朝堂院地区の幣備完ｒ，宮跡隣接地への研究・収蔵等椅理施

設の建設，便益施設の幣備，多目的利用閑地の終備，汚水・雨水の流入・流出対策という内容

である。これらは一部を除いて今年度｢ ' 1 にほぼ終了する予定である。５５年度から始まろうとす

る第１次格備段階の５ケ年には，１郡I i 地区の盤備，外周緑陰帯，椅皿施設，池沼・湿原の盤

備，束院庭園の俊原，後嵯周辺地区の整備充だ，朱雀' ' 1 j 膜原の発足などが，、' 価急ぐべき‘ 伽言項

としてあげられている。第２次以降は構想盗料では項目をあげているが，実施計i I I i i との組み合

せはまだである。予算的なことを別としても，建物復原の技術的問題，杵皿組織の確立，研究

所: 機能との調桜など解決すべき問題が1 1 | 砿しているといえよう。（安原啓示）
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